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１．はじめに 

富士山体は、単独峰であり、その大部分が自由対流圏に存在する。その山体を利用して自由対流圏に

おける PM 中金属元素の観測を行い、中国大陸からの越境大気汚染の実態の解明とその季節ごとの寄

与率を算出することを試みた。 

２．方法 

2006年7月から富士山山体を利用した粒子状およびガス状物質の観測を開始した。山麓は、精進小学

校跡（930m）から富士山測候所（3776m）までの間で調査を行った。 

観測は、小型のカスケードインパクター（東京ダイレック製）と柴田のミニポンプの組み合わせで3L/min

の流速で10mm<、PM10、PM2.5、1mm>のPMを採取した。電源は乾電池あるいはソーラーパネルとカー

バッテリーの組み合わせで供給した。フィルターはポリカーボネイトフィルターを用いた。測定項目は、そ

の一部を硝酸で溶出した PM 中溶解性金属成分と硝酸とフッ酸で全分解した総金属成分である。なお、

溶解性と総金属成分は、同時に行っていない。抽出液は ICPMS（パーキンエルマーELAN DRCII）で測

定を行った。後方流跡線解析は、NOAAのHYSPLIT-4モデルを使用した。 

３．結果 

PM 中の測定した元素は、Al、V、Cr、Mn、Ni、Zn、As、Se、Mo、Cd、In、Sb、Te、Pb であるが、ここでは

Pb同位体比を用いて解析を行った。中国大陸からの寄与率は、two end-member mixing model を採用し、

次式で示す。 

Rｏｂｓ＝Rlp・Xlp＋Rlrt（1-Xlp） 

ここで、Robsは富士山体で観測した鉛同位体比、Rlpは気塊が太平洋側から進入した時の鉛同位体比、

Rlrt は北京、ソウル、ウランバートルで観測した鉛同位体比である。Xlp はローカル汚染の相対的寄与率

であり、（1-Xlp）が長距離越境汚染の相対的寄与率である。寄与率の計算は、206Pb/207Pb と

208Pb/207Pbそれぞれ別個に行った。流跡線解析の結果、2012年8月1日～8月2日の同位体比をRlp

とし、2013年9月の北京の同位体比をRlrpとした。図１に流跡線解析の結果を示す。4月15，16日は大陸

側からの気塊であり、その時の寄与率は、PM2.5 では、長距離越境汚染の寄与率は、68%、PM10 は 42～

49%であった。9月5日は、PM2.5の寄与率はローカルがほぼ100%であり、PM10では、ローカルが76～

94%であった。これらの結果は、流跡線解析と良い一致を示している。 
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